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満
開
の
梅
の
下
 

訪
れ
た
人

々
満
喫
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
リ
（
長
橋
地
区

住
民
協
議
会

・
成

田
喜
代
治
実
行
委

員
長
）
が
梅
の
早
咲
き
に
対
応
し
、

予
定

よ
リ
ー
週
間
早
い

四
月
ニ
十
日
、
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
 

で
開
幕
し
ま
し
た
。
梅
が
ほ
ぼ
満
開
と
な
っ
た
開
会
式
で
は

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
、
訪
れ
た
人
は

紅
や
白
な
ど

の
梅
の
下
を
散
策
し
た
リ
、
家
族
で
車
座
に
な

リ
弁
当
を
広
げ
、
見
ご
ろ
の
梅
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
 

3 月31日現在（）内は前回比、男23,786(-191） 女26,581C111) 計50,367(-302） 世帯18,455 (-117) 
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青
森
の

軌
跡
 

「あなたの肖像」 と名づけられたパリ時代の作品（1963年制作） 

一 	日本初公開。ビーチチェアに寝転びながら雑誌を見る貴婦人。頭だけが異常に 
r 	肥大し目や鼻が腐敗し崩れ落ちて下半身がない。彼の目にはこのように映りまし 

た。当時のョーロッパ人を「自らが築き上げた文明におぼれてしまった人々」と

称して、作品を制作しながら批判しました。 
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反
芸
術
と
呼
ば

れ
ョ
ー
ロ
ッ
パ
と
日

本
の
第
一
線
で
活
躍
し

た
本
市
出
身
の

前
衛
芸
術
家
、

工
藤
哲
巳

の
軌
跡
を
た

ど
る
 
「工
藤
哲
巳
展
」
 
がオ
ル
テ
ン
シ

ア
で
四
月
二
十
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
 

同
展
は
、
県
立
美
術
館
開
館
に
向
け

た
プ
レ

・
イ
ベ
ン
ト

「
ア
ー
ト
ツ
ア

ー
・

イ
ン
青
森
」
 
の第
一
弾
と
し

て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。
 

今
回
の
展
覧
会
は
、
自
ら

の
美
術
作

品
を
「
社
会
標
本
の
模
型

」
と
語
っ

た
、
 

県
が
所
蔵
す
る
作
品
を
中
心
に
日

本
初

公
開
作
品
十
四
点
を
含
む
代
表
作
四

十

九
点
が
足
跡
に
沿
っ
て
順
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

県
美
術
館
整
備

・
芸
術
パ

ー
ク
構
想

推
進
室
の
三
好

徹
総
括
学
芸
主
幹
は

講

演
で
、

「
工
藤
の

ョ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
行

動
は

『
批
評
活
動
』
 
の
一
語
に
尽
き
る
。
 

日
本
人
画
家
が
ョ

ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
の

は
絵
を
学
ぶ
た

め
だ
が
、

工
藤
が
行
っ

た
の
は

ョ
ー
ロ
ッ
パ
そ
の
も

の
を
批
判

す
る
た
め
だ
っ

た
」
と
彼
の
反
芸

術
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。
 

五
月
四
日
に
は
、
美
術
家
の
篠

原
有

司
男
、

秋
山

祐
徳
太
子
両
氏
に

よ
る
 

「
工
藤
哲
巳

と
そ

の
時
代
を

語
る
」
と

題
し
た
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
五

日
に
は
篠
原
氏
の
 
「
ボク
シ
ン
グ

ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
」
と
秋
山
氏
の
 
「な
ん
で

も
ア
ー
ト
」
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
 

作
品
展
の
会
期
は
五
月
十
九
日

ま
で
、
 

い
ず
れ
も
入
場
無
料
で
す
。
 

父
正
義
は
、
旧
長
橋
村
出
身
で
、
青
森

師
範
学
校
教
授
（
現
、弘前
大
学
教
育
学
部
）
 

を
勤
め
た
画
家
で
、
母
淑
子
も
ま
た
画
家

で
し
た
。
幼
い
頃
よ
り
両
親
か
ら
薫
陶
を

受
け
美
術
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
青
森
師

範
付
属
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
（

x
 

 

の
死
亡
を
機
に
七
ツ
舘
小
学
校
に
転
校
し
、
 

そ
の
後
は
弘
前
の
小
学
校
、
中
学
校
を
経

て
母
の
郷
里
岡
山
に
移
り
ま
し
た
。
 

東
京
芸
術
大
学
卒
業
後
、
 一
九
五
〇年

代
末
か
ら
、
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
を

中
心
に
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
「
反
芸

術
」
世
代
の
ホ
ー
プ
と
し
て
、
そ
の
破
壊

的
攻
撃
的
な
作
品
は
大
い
に
注
目
を
集
め
、
 

ア
ジ
ァ
青
年
美
術
家
展
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
賞
金
を
も
と
に
パ

リ
へ
渡
り
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
そ
の
も
の

を
挑
発
し
ま
し
た
。
パ
リ
市
立
近
代
美
術

館
に
作
品
を
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
陳
列
が

拒
否
さ
れ
る
と
、
す
か
さ
ず
「
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
腹
切
り
」
と
題
す
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
を
や
っ
て
抗
議
し
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ

ア
は
「
世
界
的
異
議
申
立
者
」
と
工
藤
を

評
し
ま
し
た
。
劇
場
で
観
客
に
コ
シ
ョ
ウ

を
ま
き
散
ら
し
て
ク
シ
ャ
ミ
を
演
出
さ
せ

る
と
い
う
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
後
約
二
十
年
間
、
パ
リ
を
本
拠
に

ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
ど
ま
り
、
性
や
公
害
な
 

/
 

ど
社
会
的
な
タ
ブ
ー
に
果
敢
に
斬
り
込
ん

で
近
代
ョ
ー
ロ
ッパ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

を
批
判
す
る
攻
撃
的
な
作
品
や
ハ
プニ
ン

グ
、
そ
れ
に
頭
を
剃
り
あ
げ
た
独
特
の
風

貌
と
過
激
な
言
動
が
あ
い
ま
っ
て
、
恐
れ

ら
れ
か
つ
愛
さ
れ
て
、
国
際
的
な
活
躍
を

続
け
ま
し
た
。
 

七
七
年
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ

ー
 

レ
で
特
別
名
誉
賞
受
賞
、
パ
リ
・
ポ
ン
ピ

ド
ー
・
セ
ン
タ
ー
会
館
記
念
展
な
ど
に
招

待
作
品
を
出
品
し
た
り
し
ま
し
た
。
 

永
い
間
ほ
と
ん
ど
交
渉
を
絶
っ
て
い
た

日
本
へ
も
、
八
〇
年
代
に
な
っ
て
時
折
現

れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
天
皇
制
の
構
造
」
 

や
「
色
紙
」
の
シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
発
表
、
 

講
演
な
ど
も
さ
か
ん
に
行
い
ま
し
た
。
異

国
の
地
で
西
洋
文
化
と
格
闘
し
た
後
、
自

ら
の
ル
ー
ツ
と
し
て
津
軽
を
再
発
見
す
る

た
め
、
八
三
年
に
弘
前
市
に
ア
ト
リ
エ
を

構
え
、
縄
文
や
津
軽
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る

作
品
の
制
作
を
行
い
ま
す
。
 

八
七
年
に
は
、
母
校
東
京
芸
術
大
学
の

教
授
に
就
任
し
周
囲
を
驚
か
せ
ま
した
が
、
 

多
く
の
期
待
を
残
し
た
ま
ま
、
九
〇
年
一

一
月
一
二
日
に
五
十
五
歳
の
若
さ
で
他
界

し
ま
し
た
。
 

現
在
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
現
代
美
術
館
な

ど
世
界
各
地
の
美
術
館
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
す
。
 

エ藤晩年の作品 

「前衛芸術家の魂」(1986年制作） 



あ
た
り
一
面
梅
の
香
が

に
お
い
立
ち

入
場
者
う
っ
と
り
 

清
掃
奉
仕
 

シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
 

公
園
の
遊
具
施
設
 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塗
装
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建
具
修
繕
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ラ
ンテ
ィ
ア
 

五
所
川
原
建
具

工
芸
会
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神
山
地
区
に
あ
る
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
遠
く
に
岩
木
山
と
た
め
池
か

見
え
る
風
光
明
婿
な
場
所
で
、
近
く
に
は
曲
水
の
館
や
短
歌
の
小
路
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
は
、
昨
年
か
ら
長
橋
地
区
住
民
協
議
会
が
中
心

と
な
り
復
活
し
た
お
ま
つ
り
で
、
今
年
は
近
年
に
な
く
早
く
梅
の
花
が
咲
い
た
の

で
、
会
期
を
急
き
ょ
一
週
間
早
めま
し
た
。
 

約
二
千
本
が
見
ご
ろ
に
な
っ
て
い
る
会
場
で
は
、
保
育
園
児
や
学
校
の
児
童
な

ど
が
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
風
車
を
作
っ
て
遊
ん
だ
り
、
自
家
製
お
団
子
を
食
べ
た
り
し

て
一
日
中
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
ま
つ
り
日
程
は
、
開
会
日
を
変
え
ま
し

た
が
、
 最
終
日
は
当
初
の
五
月
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

・

五
月
三
日
 
十
時
か
ら
 
民
謡
シ
ョ

ー
 

・

五
月
五
日
 
十
時
か
ら
 
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
 

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
 
「皆
さ
ん
お
隣
り
さ
ん
を
お
誘
い
の
う
え
会
場
に
き
て
く
だ
 

さ
い
」
と
関
係
者
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

、
・
「だ
ん
ご
、
だ
ん
ご
、
だ
ん
ご
三
兄
弟
」
」
 

「
こ
の
お
団
子
、
お
い
し
い
よ
ー
・」
 

夢
中
で
食
べ
る
園
児
は
、
「
はな
よ
り
だ
ん
ご
」
 
で
す
かね
。
 

四
月
十
日
、
五
所
川
原
市
シ
ル
バ

ー
 

人
材
セ
ン
タ
ー
（
渋
谷
謙
造
理
事
長
）
で

は
、
市
役
所
周
辺
や
河
川
敷
の
清
掃
奉

仕
を
行
い
ま
し
た
。
 

活
動
は
今
年
で
九
回
目
と
な
り
、
約

百
五
十
人
の
会
員
が
、
紙
く
ず
、
空
き

缶
、
瓶
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
吸
い
殻

な
ど
の
ゴ
ミ
を
そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
、
袋

い
っ
ぱ
い
に
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
会
員
友
の
会
の
森
一
一
一

三
副
会
長
は
、
「私
た
ち
は
仕
事
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
が
い
と
し
て

活
動
を
し
て
お
り
、
施
設
訪
問
な
ど
も

行
い
、
高
齢
者
同
士
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
」
と
活
動
状
況
を
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

四
月
二
十
日
の
 
「郵
政
記
念
日
」
 
に

ち
な
み
、
五
所
川
原
市
内
郵
便
局
十

一

局
で
構
成
す
る
ハ
ル
ニ
レ
委
員
会
（
代

表
五
所

川
原
郵
便
局
長
高
木
茂
樹

・

五
所
川
原
松
島
郵
便
局
長
中

川
茂
）
は
、
 

五
所
川
原
郵
便
局
に
隣
接
す
る
中
央
児

童
公
園
の
遊
具
施
設
の
塗
装
及
び
公
園

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
 

地
域
に
役
立
つ
郵
便
局
と
し
て
今
年

初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
、
二
十
五
人

の
会
員
ら
は
遊
具
の
さ
び
を
落
と
し
て

か
ら
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
ま
た
た
く
間
に

遊
具
三
台
と
フ
ェ
ン
ス
を
き
れ
い
に
し

ま
し
た
。
千
葉
均
総
務
課
長
は
、
「地

域
住
民
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
大
変
う
れ

し
い
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
奉
仕

活
動
を
積
極
的
に
続
け
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

四
月
十
日
を
、
「
よ
い
一戸
の
日
」
 
と

読
み
替
え
て
建
具
の
日
に
定
め
た
の
に

ち
な
み
同
日
、
五
所
川
原
建
具
工
芸
会
 

（
藤
田福
造
会
長
）
は
、梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
具
修
理
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
参
加
し
た
西
北
五
地
域
の
建

具
屋
で
構
成
す
る
建
具
工
芸
会
の
七
業

者
会
員
は
、
戸
の
開
閉
の
調
節
や
障
子

の
桟
を
鮮
や
か
な
手
つ
き
で
作
り
直
し
、
 

紙
を
張
り
替
え
る
な
ど
し
て
新
品
の
よ

う
に
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
 

藤
田
会
長
は
、
「今
後
も
こ
の
よ
う

な
活
動
を
行
い
な
が
ら
地
域
に
貢
献
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 



第
」
干
回
環
境
緑
化
ま
フ
り
 

緑
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
 

平
成
十
四

年
度
五
所

川
原
市
少
年
少
女
発
明
ク

ラ
ブ
開
講
式
 

4
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「
み
ど
り
を
大
切
に
う
る
お
い
の
あ

る
生
活
を

ー
」
を
テ
ー
マ
に
、四
月
十

八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
三
日
間
、環

境
緑
化
ま
つ
り
が
市
役
所
お
祭
り
広
場

で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
成
田
市
長
が
 

「緑
化
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
、
 
 緑

ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
ご
支
援
ご
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
の
後
、
「緑
の
少
年
団
」
 
活

動
を
し
て
い
る
長
橋
小
学
校
にオ
オ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
、
東
小
学
校
へ
し
だ
れ
桜
を

贈
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
会
場
で
は
緑
の
少
年
団
の
代

表
者
四
人
（
長
橋
小
学
校
六
年
 
中
川
 

、
 
紀
子

さ
ん
、
小
田
桐
 

佳
奈
さ
ん
、
東
小
学

校
六
年
 
金
谷
星
良

君
、
福
士
瞳
さ
ん
）
 

が
緑
の
募
金
を
呼
び

か
け
な
が
ら
、
サ
ツ

キ
ツ
ツ
ジ
、
 ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
、
 レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
 

紅
梅
の
苗
木
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
し

た
。
 

市
価
よ
り
格
安
で

販
売
さ
れ
て
い
る
庭

木
類
や
花
の
苗
木
が

会
場
狭
し
と
並
べ
ら

れ
、
買
い
求
め
る
客

や
思
い
思
い
の
花
を

選
別
す
る
お
客
さ
ん

で
、
混
雑
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

五
所
川
原
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

開
講
式
が
、
四
月
二
十
日
、
五
所
川
原

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
 

小
学
三
年
生
か
ら中
学
二
年
生
ま
で
の

二
十
七
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
、
今
年
度
の

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
福
士
寛
美
会
長
が
 
「
興
味

や
関
心
を
追
求
し
て
創
造
す
る
夢
を
も

ち
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
、そ

れ
を
受
け
て
ク
ラ
ブ
員
を
代
表
し
中
央

小
六
年
生
の
太
田
光
く
ん
が
 
「
ぽく
た

ち
は
先
生
の
お
話
を
よ
く
聞
き
、
 一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
」
と
元
気
に
誓
い
ま

し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
は
自
由
な
環
境
で
の
創
作

活
動
を
通
じ
て
科
学
的
発
想
に
基
づ
く

生
活
態
度
な
ど
を
育
成
し
な
が
ら
、
創

造
性
豊
か
な
人
間
形
成
を
目
的
に平
成

二
年
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
後
の
活
動
は
毎
月
第
二
・
第
四
土

曜
日
の
午
前
中
に
行
い
、
恒
例
の
ロ
ボ
ッ

ト
作
り
ゃ
材
料
を
使
った
工
作
な
ど
の

ほ
か
、
生
活
の
中
か
ら生
ま
れ
た
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
み
ん
な
で
話
し

合
い
な
が
ら
、
発
明
の
具
体
化
に
向
か

う
た
め
の
能
力
や
技
術
を
養
い
ま
す
。
 

善
意
の
花
か
こ
 
ぐ
 

ど
う
も
あ
り
が
とう
 A
 

一」
ざ
いま
し
た
 

⑥
五
所

川
原
市
へ
 

〇
五
所
川
原
学
校
薬
剤
師
会
（
葛
西

昭
雄
会
長）
H
寄
贈
（
。（
ソ
コ
ン
ー
台
）
。
 

⑥
社
会
福
祉

協
議
会
へ
 

〇
長
沢
英
一
さ
ん
（
小
曲
字
豊
里
九

八
の
一
〇
）
 
H
五
万
円
 

〇
菅
野
幸
男
さ
ん
（
東
町三
）H
寄
贈
 

（
テ
ッシ
ュ
ペ
ー
パ
ー
五
個
入
・
一
一

百
組
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
百
一
一

十
ロ
ー
ル
）
。
 

⑥
市
民
体
育

館
へ
 

〇
奈
良
岡
保
男
さ
ん
（
ー
ツ
谷
五
〇
八

の
五
）H
寄
贈
（
卓
球
台
、卓
球
道
具

一
式
）
。
 



一
今

月
の

相
談
日

一
 

F
ィ
ー
j
c
木
ニ
」
ロ
ー
」
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
1
4・
2
8日
因
 

1
0時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
…
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
・
・
行
政相
談
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

阻
（3
4)
21
0
8
 臓
（3
4)
7
51
6
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、次
の
日
程
 

に
よ
り
、
「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
「老
 

人
精
神
保
健福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
 

す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

5
月
1
0日
団
1
3時
5
1
4時
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

5
月
2
8日
因

1
3時
5
1
4時
 

⑥
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内線
4
 n乙
0
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
8
日
困
 
9
時
半

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
青
森
分
室

税
務
相
談
官
 

教
育
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

指
導
課
内

線
5
6
5
・5
6
6
 

ま
す
。
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
の
で

安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

「教
育
相
談
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
指
導
課
ま
で
。
 

悼
い

て
い
る
街
っ
て
、ど
ん
な
街
っ
ソ

輝
い
て
い
る
人
っ
て
、と
ん
な
人
？
・

街
も
人
も
輝
く
た
め
に
、
 

今
か
ら
始
め
て
ま
せ
ん
か
 

飛
襲
誰
鵬
宇
 

男
女
共
同
参
画室

内
線
4
6
2
 

◇
6
月
8
日

田

1
3時
3
0分

、
1
4時
3
0
 

分
、
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
1
 
1階
大
教
室
 

◇
デ
ー
マ
 
「街
が
輝
き
、
私
も
輝
く
」
 

・

講
師
…
地
主
豊
（
岩
手
県
立
大
学

総
合
政
策
学
教
授
）
、・
主
催
：
五

所
川
原
市
・
あ
お
もり
女
性
大
学
同

窓
会
西
北
五支
部
「カ
ノ
ン
」
 

図
書
館
か
ら
 

ノ

ー
 

時
間
変
更
の
お
知
ら
せ
 

●

開
館
時
間
の
変
更
 

火
曜
日
5
金
曜
日
9
時
3
0分
5
1
8時
 

土
曜
日
と
日
曜
日
9
時
3
0分
5
1
7時
 

●

お
は
な
し
会
の
時
間
の
変
更
 

毎
月
第
3
土
曜
日
（
8
月
と
1
月
は
 

お
休
み
）
1
3時
3
0分
5
1
4時
3
0分
 

5
月
は
1
8日
田
 

テ
ー
マ
は
 
「
あ
そ
び
」
 
です
。
 

交
通
事
故
相
談
員
 
●
「

五
所
川
原
市
こ
ど
も
期
番
」
 
の
電
 

⑥
行
政
相
談
 

話
番
号
・
開
設
時
間
変
更
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

◇

電
話
番
号

…
3
41
3
3
8
1
 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
な
ど
へ
 
◇
開

設
時
間
…
月
5
金
曜
日
 

の
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

8
時
4
0、
1
5時
2
0分
 

お
気
軽
に
ご相
談
く
だ
さ
い
。
 

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
せ
 

●

5
月
9
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

ん
か
。
電
話
相
談
員
が
一
緒
に
考え
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山
菜
採
り
で
の
注
意
 

五
所
川
原
消
防
署

興
販
2
0
1
9
 

春
の
山
菜
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
 

昨
年
は
県
内
各
地
で
山
菜
採
り
に
よ
る

遭
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

入
山
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と
に
注
意

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

・

天
気
予
報
の
確
認
を
して
お
き
ま
し
ょ

う
0
 

・

体
調
不
良
の
と
き
は
入
山
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
 

・

知
ら
な
い
山
や
単
独
で
の
入
山
は止

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
入
り
慣
れ
て

い
る
山
で
も
慎
重
に
。
 

・

入
山
場
所
、
帰
宅
予
定
時
間
な
ど
は

あ
ら
か
じ
め
家
族
に
知
ら
せ
て
お
き

早
め
の
下
山
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

（
馴
馴
N
り
家
生
活
講
座
／一

 

受
講
生
募
集
 

市
働
く
婦
人の
家
興
西
8
8
9
8
 

〈
絵
巻
寿司
を
つ
く
ろ
う
〉
 

運
動
会
の
お
弁
当
に絵
巻
寿
司
は
い
 

か
が
で
す
か
？
・
 

●

5
月
8
日
困
 
9
時
5
1
2時
 

●働
く
婦
人
の
家
 
2
F
調
理
室
 

講
師
…
米
谷
美
智
子
 

持
ち
物
…
ェ
プ
ロ
ン
、
一
一
一
角
巾
 

費
用
…
実
費
（
材
料
費）の
み
 

募
集
人
員

…
3
2名
 

〈
自
宅で
で
き
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
 
 

講
座
〉
 

暮
ら
し
に
香
り
を
取
り
入
れ
て
み
ま
 

せ
ん
か
？
・
 

●

5
月
1
4日
因
（第
一
回
目
）
 

1
8時
3
0分
5
2
0時
3
0分
 

●

働
く
婦
人
の
家
 

講
師
…
乗
田
晴
美
 

持
ち
物
…
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
 

費
用
…
実
費
の
み
 

内
容
…
ァ
ロ
マ
バ
ス
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
 

、
、
ゲ
月
1
2日
は
民
生
委
員
り
 

児
童
委
員
の
日

で
す
 

毎
年
五
月
十
二
日
は
「民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
 

今
年
も
五
月
十
二
日
回
か
ら
十
八
日
田

ま
で
の
一
週
間
が
活
動
強
化
週
間
と参
「
 

て
い
ま
す
。
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
はす
べ
て
の

地
域
に
配
置
さ
れ
、
子
育
て
、
人
に
や

さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
、
 

い
じ
め
や
児
童
虐
待
な
ど
の
予
防
活
動
、
 

介
護
の
こ
と
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
生
活
や
福

祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
支
援
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
秘
密
を

守
る
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
が
もれ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 



第 I回粗大ごみ収集日程のお知らせ 
環境対策課 内線231・233 

家電 l-jサイクル法の施行によりエアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機

は粗大ごみとして腐翁し魯載癒ので、注意してください。 

収集月日 地 	区 ・ 町 内 会 名 

5月23日困 中川地区 三好地区 

5月24日金 
小曲・沼田・若葉第ー・若葉第二・若葉市営住宅・若葉県営・西若葉・若葉苑・蘇鉄

新宮・新宮町・ニュ一タウン新宮・末広町・芭蕉 

5月27日（月） 
寺町・岩木町・川端町・錦町・幾島町・敷島町・平井町・上平井町・中平井町・下平井町

柏原町・東雲町・旭町・東町・大町・本町・元町・第ー柳町・第二柳町・成田町 

5月30日困 
松島町 1 -8丁目・十川町‘青葉町・唐笠柳・水野尾・漆川・太刀打・桃崎・尻無・一野坪

石畑・前落・中村・馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳 

5月31日金 
平和町・日の出町・不魚住・千鳥・八重菊・はるにれ町‘湊団地・下り枝・湊・姥蒐

第―船橋・猫測・菖蒲・三ッ谷 

6月 3 日（月） みどり町 1 -8丁目・雇用促進住宅・梅田・中泉 

6月 6 日困 
稲実・稲実団地・柳沼・米崎・広田・藤浦団地・光ケ丘・みなみ広田・広平・七ッ館

虫流・ひがし光ケ丘・石岡・吹畑・田園町 

6月 7日囲 
―ッ谷・一ッ谷団地・雛田・さっき町・烏森・鎌谷町’布屋町’弥生町’新町’田町

栄町 

6月lOH ( 三 飯詰地区 毘沙門・長富地区 

6月13日困 長橋地区 七和地区 

  

◆窓口申込締切日 	全地区 5月20日（月） 

◆i世帯につき、 3品目までになります。 

◆粗大ごみには必ず名札をつけて、収集日の朝 8時までに 

出してください。 

 

 

〈申込先〉各町内会長または班長へお申込ください。 

一 	 ※各町内会の申込期限を厳守してください。 

金属製やプラスチック製の次に挙げるようなもの 

具体例》 スチール製テーブル・スチール製イス・ストーブ・室内用灯油タンク（スチール製）・スノーダ 

ンプ・スチール棚・電子レンジ・ビデオデッキ・掃除機・自転車・バッテリー・ガステーブル・スキー・ 

物干し竿（折り畳むこと、台は除く）・えんとつ・米びつ など 

※ストーブは必ず灯油と電池を抜いてください。 

収集ごきない 国目 
家電リサイクル法に定められている4品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機） 

木製品・布製品・危険物・適正処理が困難な廃棄物（マットレス等） 

具体例》 工アコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機・木製テーブル・木製イス・タンス・じゆうたん・ふとん・

ソファー・マットレス・パイク・農機具／農業用資材・タイヤ・ドラム缶・ホームタンク（室外用） 

ポリタンク ・ガスポンベ・トタン・浴槽・流し台・建築廃材・ブロック など 

※これらのごみを処理するには、販売店もしくはごみ収集業者に引き取ってもらい処理して下さい。 

五所川原市役所 容35- 2111 平成14年 5 月 1日 6 
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随時会員募集 T[L(35) 8953 

ノh寺玲菜（れいな）ちゃんと無会員寺田さが 

お母さんは仕事で、保育園のお迎えに間

に合わないので、提供会員の寺田亮子さん

が代わりにお迎えです。玲菜ちゃんは楽し

かった園での出来事を、大好きな寺田さん

に伝えたくてたまらない様子です。 

センターの活動は、大切な子どもの命を

お預かりすること！ 

きっちりつないだ手から責任の重さが伝

わってきます。 

子育ては地域のみんなの手乙L! 

／ー 五所川原市 

アミリーサボートセンター 

活動紹介No. 3 

~~ 

ここつないご
さあかえろ 

中
央
公
民
館
か
ら
の
 

狙
（3
5)
6
0
5
6
 

お
知

ら
せ
 
献
（3
5)
6
0
5
8
 

5  月 の 放 送 

時間 4日 11日 18日 25日 

10:30 わくわく 

一
(
2
7
t
'
v
)
 ナ
し一ゆ一
ポ
燕
篇
  

‘
 
一
 

ポ
 

有
  

7
」
 
聞
 

子ども 

10:45 

どくしよランド 
むかしばなしに 
ふれてみようノ 

としよかん 
おもしろい本の紹介 

きようしっ 

チャレンジ教室 

かがく 

科学 
サイエンス・チャンネル サイエンス・チャンネル 

さいじ き さいじ き 

いきもの歳時記 いきもの歳時記 S、 	し 	ぎ 

不思議びっくり 
新緑に舞う虫たち 風薫る季節の花々 じっけん 

実験ランド 
11:00 

サイエンス・チャンネル けんきゆうしっ 

研究室に ～ストローで 
チ 	ャ 	レ 	ン 	ジ 
CHALLENGE おじゃまします 

おんどけい 

温度計を 
～スポーッを 
支えるものたち～ いろいろな 

っく 

作ろう～ 

マラソン・シャッ 
研究室の紹介 今回のテ一マは 

「熱」 
11:30 

のぞいてみよう 
なんでもやってみよう 手品のような 

し 	 せかし、 

知らない世界 

海に未来を求めて 

さいせんたんで 

あそぼうよ 

「実験」を行い 
「温度計」と「風車」 

を作ります 

～大地を ～ロポットづくりに 〈生放送〉 
生み出すもの～ ねん土 

12:00 アニメ一ション～ 

平
成

1
4年
度
 

「
み
ん
な
の
教
室

」
 

受
講
生
募
集
 

/
 み

ん
な
の
教
室
は
、
初
心
者
の
方
々

を
対
象
に
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
で
学

習
す
る
も
の
で
す
。
 ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

期
間

…
5
月

5
1
1月
ま
で
1
2回
開
講

◇
受
講
料
…
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費

は
実
費
負
担
）
 

◇
申
込
方
法
…
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F
A
X
 

に
希
望
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（原
則
と
し
て
1
 

人
1
教
室
で
す
）
 

※
中
央
公
民
館
 

〒
町
 0
0
16

市
内
ー
ッ
谷
皿
 1
 

◇
締
 
切
…
5
月
1
5日

困
 

◇
開
校
式
…
5
月
2
7日

回

1
0時
 

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

※
決
定
通
知
は
出
し
ま
せ
ん
の
で
、
申
 

し
込
ま
れ
た
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
 

【
教
室
一
覧】
 

〇
「
裏
千
家
茶
道
」
 

水
曜
日
 
1
0時

、
1
2時
 

〇
「
遠
州
流
茶
道
」
 

月
曜
日
 
1
0時

、
1
2時
 
 

〇
「
盆
 
栽
」
木
曜
日

〇
「
太
極
拳
」
木
曜
日

〇
 
「パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
 

木
曜
日

〇
「
手
編
み
」
火
曜
日

〇
「
囲
 
碁
」
土
曜
日

〇
「
書
 
道
」
水
曜
日

〇
「
着
付
け
」
金
曜
日

〇
「
ス
ポ
ー
ツ
」
 

火
曜
日
 
1
0時

、
1
2時

〇
「
中
国
料
理
」
 

月
曜
日
 
1
0時

、
1
2時

〇
「
英
会
話
」
水
曜
日
 
1
9時
5
2
1時

〇
「
中
国
語
」
金
曜
日
 
1
9時
5
2
1時

※
新
設
希
望
教
室
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

出
前
教
室
の
 

ノー
 

イ
 
お

知
ら

せ
 

中
央
公
民
館
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、だ
れ
で
も
、学
習
が
で
き
る
ー
 

を
モ
ッ
ト
ー
に
出
前
教
室
（
映画
・
講

話
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
学
校
が
完
全
週
休
2
日
制
に
な
り
ま

し
た
。
子
供
た
ち
の
勉
強
会
や
老
人
ク

え
フ
の
学
習
会
な
ど
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

何
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
 す
べ
て
無
料

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
休
日

・
夜
で
も

大
丈
夫
で
す
。
 

子
ど

も
放
送

局
 

か
ら

の
お
知
ら

せ
 

五
月
よ
り
中
央
公
民
館
で
は
「
子
ど

も
放
送
局
」
 
を毎
週
土
曜
日
（第
五
週

除
く
）
放
映
しま
す
。
「子
ど
も
放
送
局
」
 

は
衛
星
放
送
で
子
ど
も
向
け
番
組
を
全

国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
放
送

さ
れ
る
も
の
は
子
ど
も
が
興
味
を
持
つ

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
の
番
組
で
す
。
 

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
中
央
公
民
館

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

●

会
場
…
中
央
公
民
館

視
聴
覚
室
（2
F
)
 

●

日
時
…
毎
週
土
曜
日
（第
五
週
除
く
）
 

午
前
1
0時
3
0分
5
1
2時
 

●
申
込
先
…
中
央
公
民
館
（
各放
送
日

の
前
日
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）
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市
民
サ
回
ン
 

×
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 
ノ
 

毎
週
土
曜

日
（
午
前
中
）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

市
民
課
内
線

2
0
3
5
2
0
5
 

み
ん
な
で
作
ろ
う
 

立
侵
武
多
ク
 

5
気
軽
に
、だ
れ
にで
も
で
きる
作
業
で
す
 

8
 

五所川原市役所 谷35- 2111 平成14年 5 月 1日 

球
野
沢
た
め
池
・
探鳥
ウ
ォー
え

五
所
川
原
歩
こ
う
会
 

谷
（3
5)
8
2
4
1
 
片
岡
 

●

5
月
1
9日
同
 

松
島
会
館
9
時
、
出
発
9
時
3
0分
 

1
5時
頃
到
着
予
定
 

◇
コ
ー
ス
…
松
島
会
館
か
ら
五
農
高
 

前
経
由
堺
野
沢
た
め
池
往
復
1
6血
 

◇
参
加
資
格
 

健
康
で
1
6血
程
度
歩
け
る
方
 

◇
参
加
料
 

翻
円
 
傷
害
保
険
料
含
む
 

◇
服
装
・
持
参
す
る
も
の
 

は
き
な
れ
た
靴
、
帽
子
、
手
袋
、
 

汗
ふ
き
外
軽
装
、
昼
食
、
飲
み
物
、
 

敷
物
、
雨
具
な
ど
 

※
小
雨
決
行

・
事
前
申
し
込
み
不
要
 

◆
五
所
川
原
歩
こ
う
会
会
員
募
集
中
 

生
徒
さ
ん
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
展
で
す
。
当
日
は
、
大
人
向
け
の

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
 手
編
み
の

講
習
が
あ
り
ま
す
。
 

●

5
月
1
1日
出

・
1
2日
回
 

1
0時
、
1
7時
 

北
五
教
育
会
館
1
階
 

ね
ぷ
た
唯
子
講
習
会
 

五
所
川
原
ね
ぷ
た
唯
子
保
存
会

観
光
物
産
課
 
内
線

観

堀
内
 

ね
ぷ
た
唯
子
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
申
込
等
は
不
要
。
 

●

5
月
1
9日
回

1
9時
5
2
0時

立
侵
武
多
製
作
所
 

申
込
先
 
容
（3
5)
1
5
0
6
平
山

容
（3
4)
2
0
6
4

神
 

当
研
究
会
は
月
例
会
を
開
き
発
明
 

（
特
許
・商
標
・
意
匠
等
）
の
勉
強
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
老

若
男
女
を
問
わ
ず
何
時
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

●

定
例
会
 

時
間
…
毎
月
第
3
日
曜
日
 

1
3時
5
1
7時
 

場
所
…
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
 

セ
ン
タ
ー
 容
（3
8)
5
1
15
 

●

会
員
の
特
典
…
①
特
許
申
請
に
関
す

る
相
談
。
②
特
許
や
ァ
イ
デ
ィ
ア
の

研
究
・
相
談
。
③
特
許
な
ど
発
明
に

関
す
る
情
報
は
常
設
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
 

タ
ー
で
検
索
を
指
導
し
ま
す
。
 

●

年
会
費
…
5
、
0
0
0
円
 

あ
な
た
も
パ
レー
ポ
ー
ル
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
ー
会
員
募
集
ー
 

西
北
ク
ラ
ブ容
（3
5)
0
3
43
佐
々
木
 

●

毎
週
水
曜
日
1
9時
5
2
1時
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
 

◇
会
費
…
月
5
0
0
円
 

※
女
性
既
婚
者
に
限
り
ま
す
。
 

、デ
ニ
ス
（
硬式
）
教
室
 
ノ
 

皿
又
講
生
募集
 

五
所
川
原
テ
ニ
ス
協
会
・
角
田

容
（3
4)
31
8
8
(1
9時
以
降
）
 

楽
し
く
、
気
軽
に
、
テ
ニ
ス
で
い

い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
全
く
初
め

て
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

水
曜
教
室
 
1
3時
5
1
5時

一
般
（
初
級者
5
上
級
者
）
 

5
月
8
日
か
ら
約
1
0回
 

●

土
曜
教
室
 
1
3時
5
1
5時
 

小
学
生
（
初
級
者）
 

5
月
1
1日
か
ら
約
1
0回
 

●

土
曜
ナ
イ
タ
ー
教
室
1
9時
5
2
1時
 

一
般
（
初
級
者
、
上
級
者）
 

5
月
1
1日
か
ら
約
1
0回
 

●

日
曜
教
室
 
1
0時

、
1
2時
 

一
般
（
初
級
者5
上
級
者
）
 

5
月
1
2日
か
ら
約
1
0回

◇
場
所
…
市
賞
プ
ニ
ス
場
（
菊
ケ丘

運
動
公
園
内
）
 
◇
申込
方
法
：
・
教

室
開
催
日
に
会
場
で
受
付
け
ま
す
。
 
 

◇
受
付
時
間
…
9
時
5
1
2時
 

◇
受
付
業
務
 

①
住
民
票
世
帯
全
員
（謄
本
）
の
交
付
 

②
住
民
票
世
帯
1
人
（
抄
本）
の交
付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
 

（
印鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
た
 

場
合
の
み
交
付
）
 

④
住
民
票
記
載
事
項
証
明
 

（年
金
受
給
者
の
現
況
届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証
明
 

※
印
鑑
登
録
・
住
民
異
動
及
び
戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
い
ま
平
成
1
4年
度
出
陣
「
白
神
」
 

の
製
作
中
で
す
。
 

一
度
見学
を
兼
ね
て
立
侵
武
多
製
作

所
へ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
 

一
人
一枚
、
紙
貼
り
等
の
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
・
 き
っ
と
良
い
思
い

出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
 
 

の
手
で
立
侵
武
多
を
作
り
ま
し
ょ
う
ー
 

●

5
月
1
日
、
7
月
中
旬
ま
で
 

9
時
5
1
7時
 
立
侵
武
多
製
作
所
 

（
旧市
民
文
化
会
館
）
 

※
時

間
は
何
時
間
で
も
結
構
で
す
。
 

作
業
に
使
用
す
る
道
具
類
は
す
べ
て

製
作
所
で
準
備
い
た
し
ま
す
。
 た
だ

服
装
だ
け
は
多
少
汚
れ
て
も
よ
い
格

好
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

商
業
統
計
調
査
が
 

実
施
さ
れ
ま
す
 

（
経
済産
業
省）
 

統
計
調
査
担
当
 

企
画
課
統
計
係
内

線
弼
・
鰯
 

◆
平
成
1
4年
6
月
1
日
田
 

6
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
商
業
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
対

象
は
、
卸
売
・
小
売
業
を
営
む全
て

の
事
業
所
で
す
。
 

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
、
産
業
・
経
済
施
策

の
立
案
、
評
価
、
将
来
展
望
な
ど
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

◆
5
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
 

5
月
下
旬
か
ら
、
各
事
業
所
に
調

査
員
が
お
伺
い
し
、
調
査
票
へ
の
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
入
後
は
、
 

調
査
員
が
回
収
に
ま
い
り
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

ー
 

ノ
 

2
1世
紀
発
明研
究
会
会
員
募
集
 

【
 

,
 



鋪

太
鼓
あ
す
か
 

ノ
 

天
饗
の
炎
（
ほむ
ら
）
 

容
（3
4)
2
61
0
リ
ザ
長
谷
川
 

夜

（3
5)
3
8
8
0
菊
池
 

登
り窯
の
里
津
軽
金
山
焼

春
の
陶
器
祭
り
 

津
軽
金
山
焼
 
容
（2
9)
3
3
5
0
 

手
話
講

習
ム
云
 

受
講
者
募
集
 

西
北
五
ろ
う
あ
協
会

阻

（3
4)
77
4
6

大
桃

臓

（2
9)
3
7
2
9
 エ
藤
 

「立
侵
武
多
ハ
ネ
ト踊
り
」
 

を
踊
り
ま
せ
ん
か
 

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会

買

3
4)
1
2
9
2
 山
内
 

立
侵
武
多
の
ハ
ネ
ト
踊
り
を
踊
っ

て
み
ま
せ
ん
か
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
ま
た
、
踊
り
を
覚
え
た

い
だ
け
の
方
で
も
大
歓
迎
し
ま
す
。
 

動
き
や
す
い
服
装
で
内
履
き
を
持
参

し
て
当
日
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

●

練
習
日
…
5
月
2
8日
、
6
月
2
5日
、
 

7
月
2
3日
、
8
月
2
7日
 

1
9時
、
2
0時
3
0分
 

●

場
所
…
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
 

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
に
 

出
演
し
た
、
飛
鳥
大
五
郎
が
創
設
し
 

た
「
舞
太
鼓
あ
す
か
組
」
 
の和
太
鼓
 

公
演
で
す
。
 

◇
5
月
2
1日
因

1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
入
場
料
金

…
2
、
0
0
0
円
 

◇
企
画
…
に
』子
O
z（
財
団
法
人
民
 

主
音
楽
協
会
）
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売
…
リ
ザ
長
谷
川
 

（
大
町）
 

イ
 

恒
例
の
陶
器
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
 

家
族
お
揃
い
で
遊
び
に
き
て
下
さ
い
。
 

◇
5
月
3
日
岡
5
5
日
同
 

9
時
、
2
1時
 

5
日
の
み
9
時
5
1
7時
 

主
な
イ
ベ
ン
ト
 

◆
窯
出
し
即
売
会
…
約
五
千
点
の
焼
締

陶
器
の
即
売
 

◆
電
動
ろ
く
ろ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
 

◆
陶
芸
教
室
…
参
加
費
（
粘
土
1
キ
ロ
 

2
、
0
0
0
円
よ
り
）
 

◆
粘
土
積
み
大
会

…
1
キ
ロ
の
粘
土
を

積
み
上
げ
る
競
技
で
す
。
 

◆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
…
小
学
生
ま
で
限
定
。
 

全
間
正
解
者
に
は
賞
品
あ
り
。
 

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
…
窯
出

し
し
た
作
品
を
ご
来
場
の
み
な
さ
ん

で
セ
リ
落
と
し
ま
す
。
 

◆
陶
幻
郷
コ
ン
サ
ー
ト

…
5
月
3
日
・
 

5
月
4
日
の
二
夜
、
開
始
1
9時

◆
利
き
酒
大
会

…
酒
の
味
を
ま
ろ
や
か

に
す
る
金
山
焼
。
自
慢
の
ノ
ド
と
舌

で
お
酒
の
銘
柄
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
ほ
か
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
、
 

「
お
め
ダ
ー
ッ
参
加
し
ね
が
」
な
ど
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
詳
し
く
は
金

山
焼
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

●

対
象
 

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
し
、
ろ
う
あ
者
と
の
交

流
を
希
望
す
る
方
0
 

手
話
が
分
か
ら
な
い
難
聴
及
び

中
途
失
聴
の
聴
覚
障
害
者
で
、
手

話
を
学
ぶ
こ
と
を
希
望
す
る
方
。
 

●

5
月
1
5日
5
7
月
2
4日
 

毎
週
水
曜
日
 
1
8時
3
0分
、
2
0時
 

中
央
公
民
館
 

●講
習
内
容
 

①
手
話
実
技
（
入
門
コ
ー
ス
・
基

礎
コ
ー
ス
）
 

②
ミ
ニ
講
演
（
ろ
う
あ
者
の
生
活
、
 

手
話
通
訳
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
）
 

③
交
流
会
 

●

受
講
料
…
無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト

代
入
門

翻
円
・基
礎
1
、1
5
5円
）
 ×

 
免
除
申
請
手
続
き
『

ン
 

お
早
め
に
ロ
 

国
保
年
金
課
内

線
知
5
m
 

五
所
川
原
農
林
一
畢学
柳
ソ
 

公
開
講
座
の
募
集
 

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
の
た
め
に
全
額
・
半
額
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。
 

申
請
が
認
め
ら
れ
た
期
間
は
年
金
受

給
資
格
期
間
と
さ
れ
ま
す
。（
免
除の
承

認
基
準
は
前
年
の
収
入
が
一
定
額
以
下
、
 

又
は
天
災
を
受
け
た
り
失
業
な
ど
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
）
 

4
月
か
ら
の
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
5
月
末
ま
で
の
申
請
と
な
り
ま
す

の
で
、
納
付
書
と
印
鑑
（
失業
の
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は
離

職
票
）
を
持参
の
上
、
5
月
末
ま
で
に

年
金
係
⑧
番
窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

い
。（
免
除の
申
請
は
窓
ロ
の
み
で
の
受

付
と
な
り
ま
す
）
 

五
農
の
施
設
・
設
備
を
利
用
し
た
講

座
で
す
。
花
や
野
菜
の
育
て
方
、
味
噌

や
パ
ン
づ
く
り
な
ど
各
種
講
座
が
あ
り

ま
す
。
 

◇
場
所
…
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

◇
定
員
…
4
0名
（
多
数
の
場
合
抽
選
）
 

◇
対
象
…
成
人
で
、
で
き
る
限
り
全
日

程
を
受
講
で
き
る
予
定
の
方
。
 

◇
受
講
料
…
材
料
費

2
、
0
0
0
円

◇
申
込
方
法
…
電
話
又
は
臓
で
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
 

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
期
間
…
5
月
8
日
困
ま
で

◇
時
間
…
1
3時
5
1
6時
 

◇
内
容
 

楚

公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集
 

五
所
川
原
県
土
整
備
事
務
所
 

建
築
指
導
課
買
紗
2
1
1
1内
線
m
 

●

募
集
住
戸
 

新
宮
団
地
（
五所
川
原
大
字
長
橋
字
 

広
野
地
内
）
 

木
造
2
階
建

3
L
D
K
l
一P
 

●

募
集
期
間
…
5
月
1
日
、
5
月
3
1日
 

●

家
賃
：

一5
8
、
0
0
0
円
 

◇
入
居
す
る
に
は
入
居
基
準
が
あ
り
ま
 

す
。
 

※
詳
細
は
五
農
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

日 時 学習内容 

5 月18日出 田植え（手植え） 

6 月15日出 春の草花管理 

6 月29日出 家庭菜園作り 

7 月 6 日出 
A 木工品の製作 

8 味噌の製造 

9月 7 日田 アウトドアクッキング 

9 月28日田 
A 味噌の製造 

B 木工品の製作 

10月26日田 手作りパンに挑戦 

。

v
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、さくら さくら ノ 

気の早い春のせいでゆっくり桜を見られな

かった方へ。この際、本で桜を鑑賞しましょ

う。桜は何といっても弘前城。何故、弘前の

桜がすばらしいのか。ちゃんとこたえてくれ

る本があります。『サクラを救え』平塚晶人

著。華やかなサクラがご希望なら谷崎潤一郎

の『細雪』京都は平安神宮の桜。似たような

趣向で渡辺淳一も姉妹の桜見物を描いていま

す。『化粧』。 

もう少し幽玄な孤高の桜がお好みなら、宇

野千代の 『薄墨の桜』。作家は亡くなりまし

たが、桜はまだ生き続けています。 

最後に新しい写真集も入れましたのでお知

らせします。『全国桜の名木100選』大貫茂著。 

でなたの好きな桜が入っていますよつに。ノ 

◆
◆
◆
 

～第LiLt回自然公園大会参加者募集～ 
主催】第44回自然公園大会青森県実行委員会 

環境対策課 内線231 

「安らぎは 森の言葉と 湖のいろ」のテーマのもと、人と自然とのふれあいの場を通じて、自然への感

謝の心と自然環境保全に対する関心を高めていただく大会です。 

7

月

2
4
 
日
 

行 事 時 間 内 	 容 

式 	 典 13:45-45:43 オープニングセレモニー、自然公園関係功労者表彰、誓いの言葉、 など 

自然ふれあい 
プログラム 

16:00-47:30 招待者、一般参加者のうち、希望者を対象とした自然観察会、記念植樹 

夕べのっどい 18: 35-' 19: 35 歓迎の言葉、営火式、交歓のっどい、次期開催県への営火引継 

青い森の交流会 19:50'-20:40 野外活動隊を対象とした自然環境学習、交流プログラム 

ふれあい広場 
11:00-43:45 
15:43-18:35 

湯茶接待、郷土芸能等の披露、特産品展示販売、体験コーナー、 
観光PR、など 

7
月

2
5日
 

行 事 	時 間 内 	 容 

野 	外 	舌 	動 1 8:00-42:00 

八甲田（雛岳）登山、自然観察「田茂庖岳コース丁赤沼・蔦沼コ一ス丁馬立
場・田代湿原コ一ス丁蔦野鳥の森コース丁酸ケ湯コース」、ネイチャ一ゲー 
ム、サイクルオリエンテーション、ウオークラリー、 カヌー体験、十和田
湖・奥入瀬ウオーキング、オリエンテーリング、十和田湖歴史探訪、デイ
スクゴルフ 

◆開 催 日 	平成14年 7 月24日困・25日困 

◆開 催 地 	十和田八幡平国立公園十和田地域 

◆コ ー ス 	日帰りコース（式典からタべのつどいまで参加できます。） 

1泊 2 日コース（式典から翌日の野外活動まで参加してください。テント、シュラフ等は 

実行委員会で準備いたします。） 

◆参 加 料 	無料（五所川原駅から無料送迎バスも出ます） 

◆申込締切日 	5 月 9 日困 

◆申 込 先 	環境対策課 内線231（参加者多数の場合は実行委員会事務局にて抽選となります。） 

※申込締切日がせまっておりますのでお早めにお申込みください。 

開
開
 
コ
 

催

催
一
 

ガノtテンシア 5月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター容 33-2111 

日
  

曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
 

 

d
,
 
 

土
  

エ藤哲巳と 

その時代を語る 
13:00 無 料 

21 火
  

舞太鼓 あすか組 18:30 
前売 2000円
当日 2000円 

26 日
  

第 1 回チャリテイ― 

舞踊の祭典 
10:00 

前売 600円 

当日 600円 

小
ホ
ー
ル
 

 

5月1日 

j() 
2 

5月19日 

（日） 

エ藤哲巳展 

―反芸術の旗手の軌跡 
】東京～パリ～青森― 

月曜日休館（月曜日が休日に
当たる場合は翌火曜日休館） 

10:00 無 料 

24 金
  

9:30 関係者 
平成14年度 社団法人五 
所川原市シルパ一人材セ
ンタ一 第14回通常総会 

五所川原市役所 容35-2111 平成14年 5 月1日 10 



市民総合健診のお知らせ 
健康福祉課 内線234・236 

市民総合健診を、次のとおり実施します。 

昨年度、当市の基本健康診査の受診状況は働き盛りの40才代、50才代の受診率の低さが目立ちま

した．。健康に自信のある方も、年に一度は自分の体をチェックし、 自分の健康づくりに生かして

生活習慣病の予防に役立てましょう。 

申込受付は、 5月10日囲から 5月20日（月）までです。「市民総合健診申込み用紙」 は各世帯に送

付されるか、保健協力員が届けます。 

⑥申し込み方法 
	

議鷲’  

申込みの有無に関わらず、全ての方が「市民総合健診申込み用紙」 に該当する番号を記入し、 

切りとってポストに投函するか、地区の保健協力員にご持参くださるようお願いいたします。電

話でのお申込は間違いのもとになりますのでご遠慮ください。 

健診申込みのあった方には健診日 2 週間位前に健診日程、健診時の留意事項、健診場所等を通

知いたします。 

対象者 検診種類 内 	容 
料 金注1) 受付 

時間 その他 国 保 

40歳以上の

男性・女性 

注 2) 

肝炎ウイルス 

基本健康

診査 

肝炎ウイ)レ

ス検診注3) 

500円 500円 

7時 

2 

9 時 

身体計測、血圧測定、検尿、心電文、血液 

検査（必要により痛風検査） 

眼底検査、医師診察 

胃がん検診 パリウムで胃エックス線撮影（透視） 800円 t200円 

大腸がん

検診 

スライドに便をぬるだけの手軽な便潜

血反応検査（ 2日分必要） 
500円 500円 

検診は、節三 

年齢（40,45,50, 

55,60,65,70) 

の男性・女性 
肺がん・結

核検診 

胸部の工ックス線撮影 

必要により曙疾検査 
600円 600円 

30歳以上の

女性 

子宮がん

検診 

頚部細胞診 

必要により体部細胞診 
500円 t000円 嶋

ー
暗
 

乳 が ん

甲状腺検診 

視、触診検査 

必要により超音波検査 
500円 500円 

※市内医療機関でミニドック（基本健診）、子宮がん・乳がんの個別検診を受けた方またはこれ 

から受ける予定の方は同じ種類の検診を受けることができません。 

注 1) 70歳以上の方、生活保護世帯の方、非課税世帯の方は無料です。 

注 2）対象者の年齢は、平成14年3月31日の満年齢です。 

注 3）肝炎ウィルス検診は、 集団検診（市民総合健診）のみ実施します。 

⑥健診時期 6 月下旬から11月上旬 

地区別日程表は、広報 5 月15日号に掲載します。詳しくは、各世帯に通知す 

る 「市民総合健診申込用紙」 をご覧なってください。 

⑥健診場所 

松島会館、中央公民館、市保健センター 

11 平成14年 5月1日 五所川原市役所 容35-21 11 



〈テーマ〉 

県産品を 
使った料理② 

舞 五所川原市食生活改善推進員会 

, 

オクラと長芋のわさびしょうゆ  
. 健 康 相 談 

各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

内容：病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師 

が相談に応じます。 

持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

浅井公民館 5 月13日囲 10 :30-12 :00 

松野木会館 5 月17日団 13 :00-44 :30 

若山公民館 5 月20日囲 13 :00-44 :30 

コミュニテイセンター長橋 5 月22日困 13 :00-44 :30 

福岡公民館 5 月24日圏 13 :00-14 :30 

しきしまコミュニテイセンター 5 月27日（月） 13 :00-15 :00 

石田坂公民館 5 月28日（刃 10 :30-42 :00 

福山コミュニテイ消防セン夕ー 5 月30日困 13 :00-14 :30 

量 5lkcal 	塩分 O.7g] 
〈レシピ提供】社団法人青森県栄養士会〉 

材料名（ 4 人分） 

オクラ 	120g 
長 芋 	200g 
酢 	 大さじ1 
塩 	 小さじV2弱（2g) 
しょう油 
砂 糖 

練りわさび 	適量 

焼きのり 	1 枚 

騒
 

1 

× 

× 

成人の相談日 

健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の

相談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

市働く婦人の家 

保健センター 
5 月 8 日困 10:00-12:00 

みんなの健康教室 

◇日 時 5 月24日圏 13時～14時まで 

◇場 所 市保健センタ1 3階ホール 

◇テーマ】『糖尿病と生活習慣病』 

◇講 師 寺田明功先生 

（てらだクリニック） 

◇主 催】北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内 

期 日 時 間 場 所 

5 月15日困 

9:30 
へ川2:00 

五所川原消防署前 

13:00 
~ 15:30 

五所川原警察署前 

作り方 

①オクラは塩を振ってこすり、そのまま沸騰し

たお湯に入れて 1 分ほと茄で、水にとって冷

まし、水気をとって小口切りにする。 

②長芋は皮をむいて lcm角のさいの目に切る。 

③わさび酢しょう油の材料を合わせ、オクラと

長芋を加え小鉢に盛る。焼きのりを細い繊切

りにし上にのせて出来上がり。 

サクサクとした歯応えとわさびの香りが爽
やかな一品です。長芋には、食塩排池を促す
力リウムや、コレステロールの吸収を阻害す
る食物繊維が多く含まれます。生活習慣病予
防のためにもぜひ食べて頂きたい食品です。 

鶴麟当番医 
月 日 曜日 医療機関名 所在地 電話 

5 月3 日 金
  

同守生会 
中村整形外科医院 

五所川原市 
―ッ谷508一 12 34- 0123 

4 日 土
  

おとも小児科内科 
クリニック 

五所川原市下り
枝8 長内ビル2階 39一 2151 

5日 日
  

かねひらクリニック 
五所II 原市

旭町55-2 35- 3167 

6 日 月
  

同済生会増田病院 五所川原市
新町41 34- 2727 

12日 日
  

健生五所川原診療所 五所川原市 
―ッ谷508ヲ 35一 2542 

※L対応時間（電話で確認） 9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介・T8i34-4999）で紹介します。 

◇
◇
◇
◇
 

日
場
テ

講
 

一
 

時

所
マ
師
 

、、～ 	ろ 
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